
 

研究分野：環境 

 調 査 研 究 名         イオン液体を抽出媒体とした環境に優しい分析法の開発 
－土壌および底質試料中のダイオキシン類の分析－ 

 研究者名（所属）         
  ※ ○印：研究代表者 

○酒谷 圭一、片宗 千春、塚谷 裕子、熊谷 博史（計測技術課）、 
 高橋 浩司（企画情報管理課）、飛石 和大（生活化学課） 

 本庁 関係部・課         環境部 環境保全課 

 調 査 研 究 期 間          平成29年度 － 令和元年度 （3年間） 

 
 調 査 研 究 種 目         
 

 １．□行政研究    ■課題研究 
     □共同研究（共同機関名：        ） 
     □受託研究（委託機関名：        ） 
 ２．□基礎研究   □応用研究   ■開発研究 
 ３．□重点研究      □推奨研究   □ＩＳＯ推進研究 

福岡県総合計画 
 大項目：環境と調和し、快適に暮らせること 
 中項目：自然と共生し、快適な環境をつくる 
 小項目：快適な生活環境の形成 

福岡県環境総合ビジョン（第
四次福岡県環境総合基本計
画）※環境関係のみ 

  柱 ：健康で快適に暮らせる生活環境の形成 
 テーマ：化学物質等による環境・健康影響対策 

 キ ー ワ ー ド         ①イオン液体  ②ダイオキシン類  ③土壌・底質  ④分析法開発 
研 究 の 概 要         

１）調査研究の目的及び必要性 

ダイオキシン類は強い毒性と高い残留性を持つことから、人や生態系への影響が懸念されている物質である。環境

中に放出されるダイオキシン類は大きく減少したが、過去に放出されたダイオキシン類は土壌や底質中に残留してい

る。土壌および底質中のダイオキシン類の分析法として公定法が2008年に示されているが、これらの分析法は煩雑な

操作を必要とし、長時間を要することや多量の溶媒を使用することなどが課題となっている。これら課題を解決する

ため、従来の溶媒に代わる“環境に優しい”溶媒として注目されているイオン液体に着目し、土壌および底質中のダ

イオキシン類を分析する方法を開発したものである。 
 

２）調査研究の概要 

本研究は、(Ⅰ)イオン液体を抽出媒体とした分析法の開発／検証、(Ⅱ)イオン液体の再利用の検討、によって進め 
た。具体的には、 

(Ⅰ)抽出媒体として利用できるイオン液体の選定および抽出条件の検討を行い、イオン液体を抽出媒体とした分析

法の開発を行った。また、開発した分析法について、認証標準物質および福岡県内で採取されたサンプルを用いて分

析実証試験を行った。 
(Ⅱ)使用したイオン液体を回収し、再度分析に利用することで、イオン液体の繰り返し使用による分析値等への影

響を確認した。  
３）調査研究の達成度及び得られた成果 

以下の成果により目的を達成した。 
(Ⅰ)イオン液体および抽出条件の最適化を行い、イオン液体を抽出媒体とした分析法を開発した。分析実証試験の

結果、本分析法は0.5～16000 pg/g-dryの広い濃度範囲で公定法と同程度の分析値を得ることができることが確認され 
た。また、本分析法は公定法に比べ、前処理に要する時間を約4分の1に短縮できることが確認された。これにより、

公定法では結果の報告までに2か月程度の時間を要していたが、最短2~3週間での報告が可能となった。さらに、溶媒

使用量は公定法の約5分の1に低減できることが確認された。 
(Ⅱ)再利用試験の結果、イオン液体を繰り返し使用しても分析値に影響がないことが確認された。これにより、溶

媒使用量のさらなる低減および分析コストの低減が可能となった。 
 

４）県民の健康の保持又は環境の保全への貢献  

開発した分析法は公定法に比べシンプルで迅速な分析が可能であることから、効率的な環境監視体制の構築に貢献

できる。 
 

５）調査研究結果の独創性，新規性 

本研究の特色は、環境負荷の少ないイオン液体を抽出媒体として用いることである。これまでにイオン液体を用い

てダイオキシン類を抽出・分析した報告はなく、先進的な研究である。 
 

- 139 -



 

６）成果の活用状況（技術移転・活用の可能性） 

 本研究の成果は学会発表や雑誌等論文を通じ広く普及された。 
また、イオン液体は構成イオンの組み合わせによって物理化学的性質を調整可能であることから、本研究の成果を

応用することで、ダイオキシン類以外の様々な化学物質の分析へ適用できる可能性がある。 
 
７）当該調査研究課題に関する発表等 
 
  ① 行政に対する情報提供  

環境白書   
酒谷圭一 (2020) 『令和2年版 環境白書』福岡県 （掲載予定） 

 
その他 
本調査研究の成果については、調査研究発表伺等で行政担当者に情報提供を行った。 

 
  ② 県民への情報提供（保環研ニュース・年報・新聞報道等） 
  ホームページ 

酒谷圭一 (2017) 「イオン液体を用いたダイオキシン類簡易分析法の開発」 福岡県保健環境研究所ホームペー

ジ. http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~keisoku/topics/20170929/topics20170928.html 
   
  ③ 学会誌掲載、学会発表 
 ○学会発表 

酒谷圭一, 高橋浩司: 「イオン液体を抽出媒体とした土壌および底質中のダイオキシン類の分析」, 日本分析化

学会第66年会, 2017.9.10 (東京). 

Sakatani K, Takahashi K, Takenaka S, et al.: “Ionic liquid extraction for the determination of polychlorinated dibenzo-p-
dioxins, polychlorinated dibenzofurans, and dioxin-like polychlorinated biphenyls in soil and sediment”, 38th International 
Symposium on Halogenated Persistent Organic Pollutants & 10th International PCB Workshop, 2018.8.26 (Krakow, 
Poland). 

Sakatani K, Takenaka S, Takahashi K.: “Determination of dioxins in soil and sediment using an ionic liquid for 
extraction”, 39th International Symposium on Halogenated Persistent Organic Pollutants, 2019.8.25 (Kyoto, Japan). 

 
○雑誌等論文 

Sakatani K, Takahashi K, Takenaka S, et al. (2018) “Ionic liquid extraction for the determination of polychlorinated 
dibenzo-p-dioxins, polychlorinated dibenzofurans, and dioxin-like polychlorinated biphenyls in soil and sediment”, 
Organohalogen Compounds, 80, 129-132. 

Sakatani K, Takenaka S, Takahashi K. (2019) “Determination of dioxins in soil and sediment using an ionic liquid for 
extraction”, Organohalogen Compounds, 81, 21-24. 

    
  ④ その他（学会賞の受賞，特許出願）   
  特になし  
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